
昭和35年（1960）頃 上空写真

平成22年（2010） 柔道場内部

の
よ
う
に
人
々
の
目
に
映
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
石
積
は
た
び
た
び
改
修
を
受

け
て
い
て
、
今
回
の
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
登
録
さ
れ
る
範
囲
は
、
戦

後
の
改
修
が
加
わ
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ

う
正
門
と
石
積
合
わ
せ
て
延
長
1
，

0
3
2
m
で
あ
る
。

東
書
庫・西
書
庫

東
書
庫
は
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）

竣
工
、
煉
瓦
造
3
階
建
。
切
妻
造
桟

瓦
葺
、
洋
小
屋
組
で
、
母
校
で一番
古

い
建
物
。
併
行
し
て
図
書
閲
覧
室
が

南
側
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
、
文
字

通
り
「
書
庫
」
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

建
築
当
初
は
白
漆
喰
塗
の
土
蔵
風

だ
っ
た
が
、大
正
15
年
か
ら
昭
和
5
年

ま
で
の
間
に
黒
漆
喰
で
上
塗
り
さ
れ

た
。
昭
和
5
年
（
１
９
３
０
）
に
西

書
庫
の
完
成
と
併
行
し
て
、モ
ル
タ
ル

で
塗
り
直
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、現
在
と

ほ
ぼ
同
じ
外
観
と
な
っ
た
。

昭
和
5
年
に
増
築
さ
れ
た
西
書
庫

は
、当
時
本
格
的
に
建
設
が
始
ま
っ
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
3
階
建
で
、陸

屋
根
を
採
用
。
外
部
か
ら
の
入
り
口

は
な
く
、東
書
庫

の
壁
を
壊
し
て

通
路
が
設
け
ら

れ
た
。
窓
や
東
書

庫
へ
の
連
絡
部
分

に
は
手
動
式
の

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

も
設
け
ら
れ
て
い

る
。床
は
人
造
大

理
石
研
き
出
し
、
内
部
壁
面
は
白
漆

喰
、現
在
も
亀
裂
等
は
皆
無
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。

岡
山
空
襲
で
は
図
書
閲
覧
室
が
全

焼
し
た
も
の
の
、書
庫
は
奇
跡
的
に
焼

失
を
免
れ
た
。
図
書
閲
覧
室
は
戦
後

復
興
さ
れ
、
朝
日
高
校
に
移
管
後
も

書
庫
と
し
て
使
わ
れ
続
け
た
が
、
昭

和
45
年
（
１
９
７
０
）
校
舎
新
築
に

際
し
、
解
体
さ
れ
た
。

柔
道
場

大
正
8
年
（
１
９
１
９
）
竣
工
。

木
造
平
屋
建
、
切
妻
造
妻
入
、
基

礎
は
煉
瓦
造
、
外
壁
は
下
見
板
張
。

木
造
ト
ラ
ス
の
小
屋
構
造
を
持
ち
、

天
井
は
張
ら
れ
て
お
ら
ず
、
壁
面
外

側
に
は
2
間
毎
に
控
え
柱
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
屋
根
は
当
初
は
瓦
葺

だ
っ
た
が
、現
在
は
ガ
リ
バ
リ
ウ
ム
鋼

板
葺
。

道
場
は
畳
1
1
9
畳
敷
で
、
床
に

は
大
引
を
上
下
2
本
入
れ
、そ
の
間
に

コ
イ
ル
ス
プ
リ
ン
グ
を
配
置
し
て
、
衝

撃
を
吸
収
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本年７月１日、『岡山朝日高等学校建造物登
録有形文化財登録記念』オリジナルフレー
ム切手が郵便局株式会社中国支社から発
売された。デザインは生徒会が担当した。

西書庫 3階格子天井

竣工間もない東書庫と図書閲覧室

大正15年（1926）の卒業アルバムから。
石畳、石橋を渡って柔道場へ向かう。

平成18年（2006） イチョウの中の柔道場

平成23年（2011） 現在の東西書庫

建造物登録有形文化財登録記念

⑼


